
【交通事故発生状況】（概数）
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○　昨年と比べ、安全不確認による事故が最も多く、全体の27.5％
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○　先月と比較して人身事故及び物件事故共に減少したが、昨年度８月末時点と比較するとどちらも大幅に増加している。

○　昨年と比べ、通勤・通学時間帯である８～10時台の事故が突出し ○   昨年と比べ、40歳代の事故が増加し、最も多く全体の23.5％を
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○　昨年と同様に市街地交差点での事故が最も多く、全体の66.7％
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【時間別】
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【地形別】
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【事故類型別】
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【１当違反別】
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【道路別】
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【年齢別】

８月中の人身事故は追突事故によるものが最も多かったですが、自

転車事故も多い状況です。安全不確認による事故が多いので、今一度、

巻き込み確認等をお願いいたします。


